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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 今年度目標については各ユニット内

玄関口やホール内等数か所に設置し、

共有できるようにできている。今回も、

全体的な確認・評価はできていなかっ

た為、振り返りをユニット会議で行う

等していく。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C ．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 事業所としての繋がりとしては、管

理者交代により新たな関係性を構築す

る事はできていない。外部活動もでき

ていない為、今後の課題となる。 

認知症ケアについても同様である。 

 米田地区民生委員山崎様より、高知大学での

よさこいイベント案内を頂いた。 

朝倉防災会の隅田会長からは、避難訓練への人

員の派遣を提案頂いた。 

    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 運営推進会の内容は、ユニット会等

で話し合いを行っている。 

ヒヤリハットのご意見時は、再度様式

や記入方法等変更し、ヒヤリハット件

数を増やす対応ができている。 

 運営推進会では質疑応答行い、話し合った内容

は、議事録内に残し、後日参加者へ配布を行って

いる。ヒヤリハット件数を増やす事に未然に事故を

防げるとのご意見等を頂いている。 

  

②運営推進会議での報告や話し合

いをサービス向上に活かしていて素

晴らしいと思います。 

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 市町村の担当の方へ参加依頼を

行い参加して頂いている。天候不

良により急遽開催が困難な際は紙

面での対応に変更した。 

 高知市介護保険課事業係の方に参加頂いてい

る。 

運営上の相談等にも、色々とアドバイスを頂いた。 

    

5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 身体拘束・高齢者虐待委員会が中心

となり研修を実施し職員への指導・啓

発を実施している。3カ月に 1回の動

画もしくは、資料回覧し、研修を継続

して、身体拘束についての振り返りを

行う事ができている。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①研修を継続しているだけでなく、身体拘

束の振り返りができているのは、素晴らしい

と思います。 

これからも身体拘束・虐待のないケアを目指

してほしいと考えています。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎月のユニット会議で不適切ケア

についての議案掲示により、その月

毎に不適切ケアについて振り返りを

行い、必要時には対処法等を検討し

ている。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①自分が行っているケアが不適切かどうか気が

付かないまま過ぎていかない為にユニット会議は

有効と考えます。入所系施設のケアはどうしても

慣れ合いになってしまう傾向にあります。日々自ら

の行っているケアを見つめ直すことでより質の高

いケアが提供できるのではと考えます。 
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7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今年度も、日常生活自立支援事

業・成年後見制度ともに研修への

参加にて理解を深める活動はでき

ていない。来年度は資料配布等行

い、学びの機会を作りたい。 

      

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

○A ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

算定加算変更時書面でお知らせを

行っているが、変更前と変更後の

金額の差を知りたいの要望も聞か

れ、再度ご家族へ書類配布をし直

す等の対応ができていた。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

意見箱の設置は行っているが、来

所されているご家族は直接職員も

しくは管理者に口頭で話されてい

る事が多い。 

来所が難しいご家族でも意見・要

望ができる方法も検討したい。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

①意見箱の存在をご存じでないご家族或い

は言いたい事があっても「文書にしてまでは」

と思っておられるご家屋もおられると思いま

す。そんな声なき声を拾っていける体制作

り、口頭でご家族から受けた意見の共有化

が必要かと思います。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

事業所の運営や大事な決定事項に

関して、紙面での通達や管理者よ

り直接の説明により職員への周

知・理解に努めている。今季途中

での管理者変更もあり、慌ただし

くしていた所もあったが、現在は、

職員の意見を聞く機会も増えてい

る。提案事項に関してはユニット

会で議案として出し、話し合いも

行っている。 

      

11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 代表者は、管理者や職員個々の

努力や実績、勤務状況を把握し、

給与水準、労働時間、やりがいな

ど、各自が向上心を持って働ける

よう職場環境・条件の整備に努め

ている。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

①職員さん個々に得意とする分野を伸ばし

やりがいを実感できる体制作りを充実してほ

しいと思います。 

介護従事者の離職を防ぐためには、給料面

でのサポートが必要と考えています。 

⑪具体的に何か取り組まれている事があれ

ば、教えていただきたいです。 

12 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外部研修は、実施できていないが、

法人内委員会への参加や認知症ケ

ア研究に関する調査へ参加。動画

研修や資料配布しレポート提出は

継続している。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

① 他法人の職員さんを交えた研修は、

自法人だけでは得られないものもある

かと思います。感染予防対策の関係か

もしれませんが、状況を見ながら再開で

きるといいと考えています。 
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看取りについては、看取り時期時

に毎回振り返りで動画や資料配布

し研修を行っている。 

レポート提出は、考える力を伸ばしま

た、自らを振り返ることができるので継

続されたらと思います。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C ．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

第 4回運営推進会では外部のグル

ープホームの方 2名参加して頂け

たが継続はできていない。法人内

では、勉強会の際に管理者交流は

できているが、職員レベルでの交

流はできていない。 

      

14 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

昨年度から新規入居者が増えてお

り、職員との信頼関係の構築を行

っている。職員との共同作業をす

ることで役割を見つける事で新た

な関係性もできている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C ．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外部イベント参加やユニット間で

の集団での交流はできていない。

ご家族とのつながりは定期的なお

便りでお知らせを行う事はできて

いる。 

 

    
 ②改善策等あれば教えていただき

たいです。 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント        

16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎月のユニット会で「気づき」に

ついての共有・議論を継続。「気

づき」に対しての行動等に対して

も振り返りを行っている。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人がより良く暮らすための課

題とケアのあり方について、本人、

家族、必要な関係者と話し合い、

それぞれの意見やアイディアを反

映し、介護計画を作成している。

担当者がモニタリングとアセスメ

ントを実施し、計画作成担当者が

介護計画を作成。状況に応じて早

めに介護計画の見直しも行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①個々の思いや大切にされ。ているこ

とを十分に聞き取り、それを計画に反映

されていると考えます。 

モニタリングとアセスメントを重ね、これ

からもケアの充実を図っていただけたら

と思います 
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18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の様子やケアの実践・結果、

気づきや工夫を個別記録に記入

し、職員間で情報を共有しながら

実践や介護計画の見直しに活かし

ている 

リスクマネジメントの観点から、

ヒヤリハット件数を増やし、情報

共有機会を増やしている。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①何気ない日常の変化からその方の、

体調であったり、思いをくみ取れると思

います。自ら手を挙げて具体的に希望を

訴えることが難しい方がおられるかもし

れません。これからも小さな気づきの積

み重ねを大切にしていってほしいと考え

ます。 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

体調変化時ご家族が遠方であり、

協力が困難な際は職員が対応をし

ている。買い物支援も同様である。

シャワー浴が困難であるご利用者

に対しては、特浴利用する事で清

潔保持に努めている。 

      

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

○C ．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 運営推進会に参加して頂いてい

るメンバー様より地域資源につい

ての情報提供は頂いているが、ボ

ランティアの受け入れや地域社会

への活動参加には至っていない。

今後の課題としている。 

    

 ②地域資源等の情報提供を活用

し、地域社会への活動参加に繋がる

といいですね。  

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

受診時に服薬変更時はご家族に連

絡・報告行っている。必要時は主

治医より説明も行う等連携・協働

ができている。体調変化時や不明

点等あれば、医療に相談の流れも

できている。  

      

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 利用者が入院した際の対応とし

て、必要書類の受け渡しや荷物準

備、かかりつけ医からの医療情報

提供の確認等について速やかに対

応している。退院時支援について

は病院の連携室協働し、早期退院

に向けた調整に努めている。 

可能時は、退院カンファへも参加

している。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①病院関係者との連携がよく取れてい

ると感じます。 

つながるが切れることがないよう、今後

も病院・ご家族との情報共有を図って下

さればと考えます。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

 重度化・終末期については入居

契約時より指針の説明・同意を実

施し、実際に終末期にあるとかか

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

① とても意義のある取り組みと考えま

す。 

終末期に向かう入所者さんの変化に対
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ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

りつけ医が判断した際に再度、具

体的な終末期対応について説明・

同意を頂いている。 

体調変化時はすぐに職員で情報共

有行い、ご家族にも報告している。 

コロナが第 5類に移行後は、ご家

族との面会制限も撤回し、最期の

家族との時間を作れるように努め

ている。 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

して、「どうしていいかわからな」「怖い」

と感じる職員さんもいらっしゃるかもしれ

ません。 

ご本人様・ご家族はもちろんですが、職

員さんのメンタルサポートにも努めて頂

けたらと考えます。 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

動画研修や資料配布し、定期的な

研修会を実施している。急変時や

事故発生時の流れを簡略化する事

で、迅速に対応ができるように努

めている。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 避難確保計画と業務継続計

（BCP）、防災マニュアルについて

の確認を実施し、内容について再

検討を実施した。また「一人防災

訓練」として事業所にある必要備

品がどこにあるか等の確認を行う

ことで職員個々の防災力の向上に

努めている。定期防災訓練では看

護小規模多機能ホームあさくらと

合同で実施。朝倉防災会の方にも

ご協力いただいている。 

浸水被害時、垂直避難する場合、階段

使用が困難なご利用者を避難させる方

法について、検討を行った。 

階段用担架の購入が必要ではないかと

なっている。 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①職員さんひとりひとりの防災意識向上への取

り組みはすばらしいと思います。 

地域防災会の方のご協力もいただいており、今後

も施設・地域が一体となって協力体制構築を行っ

てほしいと考えます。 

②外部とも連絡して、避難訓練を実施していて素

晴らしいと思います。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

一人ひとりの人格を尊重し、誇り

やプライバシーを損ねない言葉か

けや対応を心掛けている。毎月の

ユニット会では不適切ケアについ

て議論し、言葉掛けや行動に対し

て、ご利用者を尊重できる対応が

できていたか振り返りを行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

① 「親しみを込めた言葉がけ」と思っていても、と

もすれば慣れあいや相手を不快な気持ちにさせて

しまっていることもないとは限りません。ユニット会

では小さな気づきを共有し、よりよい言葉がけや

行動が取れるようアイデアを出し意見交換ができ

たらと思います。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

 2階ご利用者は日常生活ででき

る事を継続してできるように、職

員が必要に応じて支援しながら、

日々の暮らしに役割を持って生活
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そって支援している D．ほとんどできていない できるように努めている。 

3階は、ご利用者の生活リズムやペ

ースを尊重し、集団生活に馴染め

るように取り組んでいる。 

業務と並行し、一人一人の生活ペ

ースに合わした支援は難しいです

が、できる範囲でご利用者に合わ

せた支援ができるように努めてい

る。 

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

2階は、夏に外食やテラスでの食事

をする事でいつもと違う雰囲気を

楽しむ事ができた。3階は、食事の

盛り付けを一緒に行いながら、食

事に関心を持って頂いた。季節感

を感じ頂く為、特別食を準備（敬

老の日・クリスマス等）職員と一

緒に楽しむ事ができていた。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①普段と違う場所での食事はワクワク感があっ

てとても良いことと思います。 

また、食事の盛り付けは、自立支援の観点からも

重要だと思います。 

食事は人生の楽しみでもあり、食の場面を通し入

所者さんの笑顔がたくさん見られるような取り組み

をされていると思います。 

②「食事が楽しい」との声がありました。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご高齢により食事があまり進ま

ない方には、好みの食べ物をご家

族に準備して頂き提供している。

水分摂取量が少ない方に対して

は、職員がタイミングを図り、介

助にて摂取や好みのゼリー等提供

し対応している。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご自身での口腔ケアを実施できる

ように支援している。うがいが困

難であるご利用者は拭き取りタイ

プまたは、うがいが必要でない泡

タイプの歯磨き使用し対応。口臭

がでてきたご利用者や歯科往診時

に磨きが不十分とご指摘受けたご

利用者に対しても仕上げ磨きを行

っている。 

夜間時は、義歯のご利用者につい

ては、職員が預かり消毒を行って

いる。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①入所者さんひとりひとりの口腔状態が異なる

中、細やかなケアができると考えます。歯科往診

時は、衛生士さんからケア用品の提案や仕方も教

えていただけたらと思います。 
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31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

排泄パターン把握の為、排泄チェ

ックシートに記入し、夜間帯と日

中の排泄パターンを確認してい

る。夜間帯の失禁数減らす為、ト

イレにお誘いする事で夜間の失禁

数が減った方もおられる。 

排便については、便秘傾向のご利

用者に対し、医療と連携を取りな

がら排便コントロールを行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①チェックシートを用い、24時間の排泄パターン

把握に努めておられてすばらしいと思います。 

失禁や便秘に対し、日中の活動の確認もされてみ

てはと考えています。 

32 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 週 2回をベースに入浴実施を行

っている。女性職員のみのご希望

や午後からの入浴希望に対しなる

べく対応できるように努めてい

る。冬場は、暖房器具使用し、室

温管理も行っている。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人の希望する場所での休息が

できるようにしている。時に周囲

への配慮が必要な時もある為、そ

の際には職員が環境整備や説明を

行っている。 

夜間良眠ができるように、入床時

の言葉掛けの工夫や環境整備を行

い、安心できる環境作りに努めて

いる。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 服薬に関しては、毎月ユニット

会で服薬方法について毎回振り返

りを行い対応。服薬変更時はその

都度日誌に記入し、職員間での情

報共有に努めている。 

起床時間が遅く、朝服薬ができな

かったご利用者に対しては、医療

に報告し、指示をお仰ぐようにし

ている。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

① 生活リズムや食事摂取量に要する時間によっ

ては服薬のタイミングがずれてしまうこともあるか

と思います。医療機関に確認されているとのこと

で、すばらしいと思います。 

誤薬ゼロを目指し今後も職員間での情報共有を

続けて欲しいと思います。 

②服薬変更時はその都度情報共有を行い、事故

がでないよう対応されており、素晴らしいと思いま

す。 

35 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

 コロナ 5類以降は、ご家族に協

力して頂き、ご家族との外出も増

えている。新規ご利用者以外でも、

ご家族に色々お話を聞き、得意な

旭地域包括支援センターより、おっちゃ

ん展への作品出展の提案を頂いた。 
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D．ほとんどできていない 事や嗜好品を知る事で、少しでも

楽しみな時間が増えるように努め

ている。 

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 今年度は、2階のみだが外食支援

ができた。3階は、選挙投票希望の

ご利用者 1名期日前投票に参加す

ことができた。日常的な物では、

施設敷地内の散歩となっている。

今後は、計画的に準備し地域イベ

ントへお参加も検討していきた

い。 

     

37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 個別に現金を家族様よりお預か

りし必要な時に使用できるように

支援している。実際に購入にでか

ける際には支払いを行うが、現在

機械での支払いに戸惑うご利用者

が多い。 
 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 手紙ついては、毎月の定期便で

同封している。可能な方はご家族

に要望はないかの確認も行い必要

時に記載もしくは連絡している。 

個人で携帯所持の方は、いつでも

連絡ができるように支援してい

る。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 集団生活が困難方に関しては、

食事席の位置を変更し対応してい

る。ただ、孤立しないように、一

緒の空間に席は準備している。 

壁画や共用スペース入口に季節を

感じてもらう為、装飾を行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①ひとりの空間でありながらも実は同じ過ごして

いるという工夫は、とてもよいと思います。日々の

生活の中、季節の移ろいを感じることのできる装

飾を入所者さんと一緒に楽しんでほしいと考えま

す。 
 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         
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40 

本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人に確認すると「できている」

と回答して頂けるが、実際は家に

帰りたいとの願いには沿えていな

い。家に勝るものはないが、帰り

たいけど泊まってもいいかなと思

って頂けるように、気持ちに沿っ

た支援ができるようにしていきた

い。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人やご家族への聞き取りによ

り、暮らしの習慣を活かせるよう

な支援を心掛けている。 

施設での生活は集団生活になる

為、集団生活が不得意な方でも落

ち着ける空間や時間作りにも取り

組んでいる。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 昨年同様連携する医療クリニッ

ク、看護小規模多機能あさくらか

らの訪問看護と医療的な対応は個

別の状況に応じて十分に対応でき

ている。利用者においても対応す

る、かかりつけ医や看護師との関

係性もできており緊急時や看取り

期への対応もスムーズである。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

① 医療面の充実は入所さん・ご家族にとって心

強いことと思います。 

感染症だけでなく個々の抱える病気や症状への

対応が細やかにできると思います。 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 認知症状の状態を考慮し、でき

る事が少なくなっていく中でも、

継続してできる事、支援すれば継

続できる事を目標に取組む事がで

きている。 

      

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

必要に応じて、自宅で使用してい

た物や家族写真等をご家族協力の

もと行っている。しかし、環境が

変わる事で馴染みの物に対しての

認識ができない方やご家族が飾り

つけしても、荷造りしてしまうと

いった行動もある。 

その都度職員が環境整備を行った

り、ご家族に相談し対応ができて

いる。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

① 特に入所されたばかりの方にとっては、見知ら

ぬ場所・知らぬ人に囲まれ戸惑うことも多いと思い

ます。自室が心落ち着ける空間となるようご本人

の様子を見ながら今後もご家族との対話を続けて

いかれるとよいと思います。 

②利用者の方がいきいきと生活ができるような工

夫がなされていて素晴らしいと思います。 
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45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご家族との外出は、数名実施で

きている。日常の中での外出希望

に対しては、その都度対応ができ

てはいない。温暖化により、夏場

の動きやすかった時期に団体での

外出が難しくなっている。ご利用

者の体調管理含め、どのタイミン

グで催事に参加できるか検討が必

要になっている。 
 

 コロナ5類以降少しずつはあるが、外出

している事を報告している。 

現状、重度化により、外出支援が難しく

なっている現状も報告している。 
 

    

46 

本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 洗濯干しでも、役割分担行う事

で、複数名のご利用者が協力して

作業する事ができている。 

作業中は雑談したり、「ここは伸

ばした方がいい」等助け合いがで

きている。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご利用者同士での会話が増えて

いる。会話する事で、刺激になり、

家事作業への参加や他利用者と積

極的に話す場面が増えていた。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ①入所者さん同士の会話が増えているのはとて

も喜ばしいことだと感じます。その間に立つ職員さ

んの会話の橋渡しや場の雰囲気作りができている

からだと思います。日常の何気ない会話を心地よ

く感じ、そして作業に参加することが自立支援につ

ながると考えます。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

○D ．ほとんどできていない 

 コロナ 5類以降も感染対策によ

って地域・近隣との交流はできて

いない。直接の交流機会を設ける

ことだけでなく、新しい取り組み

について、ユニット会で検討し、

実現に向けて 

 ご家族との交流はできているも、地域

交流まで繫げる事ができていない。現在

もコロナ・インフルと感染症問題が意見

交換時にも出ている。 

    

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人と職員間で信頼関係が築け

るように努めている。意思表示が

困難な方でも、意思をくみ取り安

心した日々が過ごせるように支援

を心掛けています。意思表示はで

きても、職員になかなか思いを伝

えられないご利用者に対しても、

話しやすい環境、関係性を作る事

でより良い支援ができる方と思い

ます。 

  

A．充分にできている 

○B ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

① 朝の支度をする音で 1日の始まりを感じ、昼の

にぎわいを経て、夕方の寂しさを感じながらゆった

りとした 1日を過ごしグループホーム全体が一つ

の家族のような取り組みができると思います。 

日々の生活を支える職員さんにはご苦労もｵｵｲ t

思いますが、グループホームだからこそできる細

やかな対応を通じ、これからも人と人、人と地域を

つなげる存在であってほしいと考えます。 

②話しやすい環境を作る為に、どのような事をされ

ていますか。 

 


